






その他のタイトル An Electro-palatographic study, from the point


















り抜けぎるを得ない。前者が動的音声学（dynamic phonetics）と呼ばれるの  





2．方法論   
2．1分析機器   
本研究では，リオン社製electro・palatograpyを用いる。   
この装置は，64個（ただし，そのうちの1個はマイナス電極として利用）の   











れ 左上の数字は1／64秒ごとの変位を  
示す，フレーム番号である。   
Ib  ＋  
0＋ ＋ ＋0  
0＋ ＋ ＋ ＋ ＋0   
0＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0   
0＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0  
0 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0  
0＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋0  
図1  












日本譜（東 京）  
4．軟口蓋昔  
日本語（東 京）  
タ，ダ，ナ；タダノ  







次に，この実験でインフォーマントを務めて頂いた方々は，それぞれ   
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日本語（東 京）  遠藤英恵（女性）  
東京都出身，劇団「昂」所属の舞台女優。年  
齢20代  







って，実験に臨んだ。   
3．実験結果  











分調音点がうしろだということを確認する。   
でほ以上で概観した流れを，次に順を追って具体的な舌一口蓋の接触パター  
ンで点てみることにしよう。  
＜タ＞およびくダ＞   
全体的な特徴は，両者とも良く似通っている。従って，ここでは一括して，  
次に述べる「ダ」の項で代表する。ただし，奴生伯太郎（1988－a）にも指摘し  
てあるように，無声音「タ」の方が有声音の「ダ」よりも，接触と非接触の落   
城 生 倍大郎  
?】?
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◆  十    ｛?????






のように予想外である。すなわち，最初に看ほロむろの後ろの方につき，それ   
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■ 一   ◆   
■ll■ ■  十  ● 1－ ■  
■ ■l■  一ト    ◆  ■ ■ ◆  
■■ ◆ ■    十    ◆ ◆ ●  
● ■ ●  ■‘  ■ ト ■  
●   ◆   ■1  
■ ■ ■  ■  ■ ト ●  
■ ● ●    ‾  ●    ‾ ■ －   










■ ◆ ●   ←   － 一 ●   
■ ■ ●   ＋ ＋   － ■ ■   
● ● ●  ◆   十  ● ■ ◆  
● ● ■  †  ● ■－ ■  
● ◆ ■   十   十 ■◆ ●   
● ■ ■   十 十   ● ● ◆   
－ ■l■  ←   十  ■l■l－ト  
から前に向かって順々に接触点を拡げていくのだという様子が見て取れるから  
にほかならない。   
続いて，フレームNo．22ほ，「ダ」の最も定常的な部分をとらえた1コマ  
である。たしかに，接触点は舌先に移動しているが，歪要な点は，相変わらず  
後方にも舌の接触点が残っているというところである。   
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■ ● 1・  ト  ト ＋ ■  
■ ◆ ＋    ←   ◆ →■ ●  ● 十 ■   ◆    ◆ ◆ ●  








いうことがこれでハッキリしたことになる。   















■ト ●   ト   ● ■  
■ ▼ト ◆    ◆   ← ● ●  






































図3 ナ［na］   





う。08ほ，「ナ」における最初のフレームである。やはり，「ダ」のときと同じ   
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●   小   ■ ■ ■  ◆  ■ 十 ■  
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重要である。   
32は，「ナ」の最終フレームである。調音開始時の第8フレームから数えて  
24フレーム捌こ当るが，後方に相変わらず2点だけ，接点を残している。   
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国4 タダノ［tadano］  




目すべきチェック・ポイントである。   
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▼    ◆ ト ■  
● ● ●  ●    小  ● ◆ †  
■【● ■十－  
●●一 ●●● － 十－■  
t ◆ ■  ● ●   ・ト ■  
● ■ ●  
●● ■  
＋ ■ ● ●  ◆ ● ● 十  十 ● ■ ・・  十  －・－  
－● ＿ 
● ■l● 十  一■●  
● ■ ●  
●  －  ●  
＋■ ●  ●   ＋  ●  －  
● ■    ◆   ■ ●  ● ●    －    十 ●  
← ●  




も接触点が残ることほ重要な特徴である。   








































注目して欲しい。   









































●   ◆   ■  





後方の接点が最後まで残っているということが非常に良くわかる。   
























































































図5 ［taL］（月）   
く韓国語の千首t＞   
ほじめに図5によって，韓国語「月」の全体像奄∵くクーーン化して捉えてみ  
る。次に，日本語の場合と同様に，個々の特徴を押さえることとする。   
05ほ，「月」の最初のフレームに当る。日本語の「タ」と違って，いきなり  
最先端部分から接触が始まっている点に，注目すべきである。08ほ，さらに3  
フレームあとの状態だが，やはり後方には接点が点られない。15は，調音の開   
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■ ● ●  →  ・● ■ ■  
■ ● ＋  
■ ● ●  十  ● ● ■  
ト   ◆ ■ ●  
■ ■ ■  十    －  ＋ ● ●  
●    ●  
● ●    ●    ● ●  
● ● ●  」  ■ ● ●  
● ■ ■    －   ■ ■ ●  
● ● ●    ＋ 一   ■ ■ ●  
● ■ ●  小    ◆  ■ ● ●  
● ■ ●  †   ト  ■ ● ●  
● ●   ●   ● ●  
● ● ●   ◆   ● ■ ●  
● ● ■   一 ←   ● ● ■  








ることが確認される。   

















































































接触をして行くのだとパターン化できることになる。   
























































● ● ＋ －   J  ◆ ● ■  
図6 ［tbat］（仮面）  
＜韓国語の激音th＞   
はじ捌こ図6によって，韓国語「仮面」の全体像をパターン化して捉えてみ  
る0次に，先程と同様に個々の特徴を押さえることとする。   
07ほ・激音の「仮面」という単語における，最初のフレームである。先の平  
育との決定的な違いの1つに，吾がうしろから接触を始めるという点が指摘で  
きそうである。続いて08ほ，その隣のフレームである。前方に接点が拡がりは   
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● ● †  十    十  ■十 ◆ ■  









えたのち，再びうしろまで吾が後退してく るといったパターソが，読み取れ  
る。   
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■ ■ ■   ◆ ◆   一 ● ■  ● ■ ■   ◆ 一  
● ● ■  －  一  ◆ ■ ■  
l■ ■ ■  1‾   ・◆  ◆ ■ ■  
■ ■‘－  す ・◆ ●l■  
● ● ◆   ◆ ◆   ・ト ■ ■  
■ ■ ●  ■－   ◆  ◆ ● ■  
●●■■■  






様子が見られる。   
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■ ■l■ ｛  ● ● ●  
● ■ ●    ◆   ■ ● ■  





■ ■ ■   】ト 十   一 ■ ■  
?????
???＿??? ????＿?
● ■ －  ◆   ◆  ■l■ ■l  
■ ■   －   ■ ■  
● ■ ●  一  ● ● ●  
● ● 十  ■－   ▼■  ▼ト ｝ ●   
● ■ ◆  ▼ト   ◆  十 － ●  
■■   ●   ■  
●   ●  
●   ●    ■  
● ● ●  ●  ■◆ ● ■  
● ● ●   十   ・⊥ ● ■  
● ■ ■  ←   ＋  ◆ ● ●  
●   ●   ●  
■ ■■ ●  イ‘  ● ● ■  
■ ■ ●   十   ● ● ●  
●  




りも「厚く接触する」と言えそうである。   
27ほ，濃音の最終フレームになる。うしろの方に接点を残して終る，という  
パターンに注目すべきである。   
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● ●   ◆   － ●  
＋ ■・ ◆   ◆   ・◆ ■ ■  























● 小 十  ■■   ■  ◆ ◆ ■  
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図8 ロノべ［roba］  
＜ロバ＞   
図8ほ，日本語ラ行子音のうちから，語頭のラ行者の全体像をパターン化し  





で，広がったということになる。な札 相変わらずうしろの方にも接点が残っ  




残っているという点は，これまでの指摘と変わらない。   
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｝■   
33は，「P」の最終フレームである。これまで見てきたものと同様に，最後  
まで残っているのは，やはり後方の接点だということが確認できる。   
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図9 アラ［ara］  
＜アラ＞   
続いて囲9によって，語末のラ行子音の全体像を巨視的に観察してみる。次  






② アクセン／トを担っていない   
という2点で条件が異なるために，トータルでほ接触点数が大幅に減少して  
いる。   




























































図10 日本語の「ラジオ」   





注目すべきであろう。従って，取りあえザほ最前列にも接点があるという事実   
124  城 生 倍大郎  
l⊃lコl⊃  ト lつ・■ ロ  
lコ－ －   一   ■ d lコ ノ  
■つIJ ■  ◆  ◆・ ◆lつ  
0 － 一  －  － nlつ  ○ 一 ◆  －  － 一 口  
つ ■つ ←   － †  ← 巾11  ロ ロ †  ◆ 一   一 ■つ －  
⊂〉lつ●●†ロ11十  
を，重要な特徴として指摘しておきたいところである。   
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■・● ■■  ◆  ◆ ■●l■  
■ ＋ ◆  ◆   ＋  ◆ ◆ ●  
、  † ◆  

















■・●・■  －   ■■  ■■ ◆ ●  















またま日本語よりも多くなっているが，前にも述べたように，このような数億   


































128  城 生 イ百太郎  
● ■ ■－  ト  十 ＋ ■  
■ － ◆    ■   ■ ◆ ●  
● ■ ●   ナ ｛   ● ● ■－  
t ● ● † ・… ■  － ● ●  ◆   ◆  ● ● ●  十  い 0 ■つ  
■ ■ 十  ■  ◆・◆ ■l  
● ■－ ＋   ◆   ・ト ■・■  
■ ● ●   ■ ◆   ■ ■ J・  
■ ● ●  ◆   －  ● ● ●  ● ■ ■  －  ◆  ● ● ●  ロ Olつ  ＋   ◆  0 ロ 0  
■ ● ■  ← －   ● ● 一  ■ ■ ■  ◆ －  一 ■ －  
■ ● ● ◆  － ＝  ＝ ◆  ◆ ■ ● ●  ロ ロ ∩ ‘  † ロ ロ ロ  
▲ ■ ト  ロl⊃ b   ＋ ＋  コ ロ 十   
●●●－←●●●  
にも接点があるという点ほ，見落とせない重要な特徴である。   
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● ■ ■  －   ◆  ■ ■ ■  
図13 韓国語の「根」   
次は図13によって，韓国語についてみる。23ほ，  韓国語puriにおけるピー  
クを捉えている。やはり，母音［i］の口蓋化による影響で，硬口蓋から軟口  
蓋のあたりにも接点が確認されるが，最前列には接点ほない。   
以上の結果から，韓国語の方が日本語のラ行子音よりも幾分調音点がうしろ  
だ，ということが掴めたことになる。   
城 生 倍太郎  
■ ●l■   ◆ ◆   ■l■ ■  
■ ■ ●  ◆   ◆  ● ● ●  
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Sonagraph，mOde15500 による音響分析結果を引用すれば，より一層，語頭  
における日本語のラ行子音の特異性が浮かび上がってくる。小論では，digital  
Sonagraphによる音響音声学的側面からの分析結果を諭ずるのが主たる目的  
ではないので詳細は別の機会に譲るが，一言だけその特徴を指摘すれば，破裂   

















































よう。   
132   城 生 倍太郎  
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マめにして，すでに中腹から始まっている。20は，そり若者のピークを捉えた   
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子音の調音点ほ，前部硬口蓋のあたりにあるということになる。   
ユ34  
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図15［muL］（水）   





位からはじまっている。これは，先行する母音の遠いによるためで，ここで   
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る。   
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れこそがまさに，いわゆるそり若者の特徴だということになる。   
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図18［tlHL］（野）  





特徴が良く出ているものと思われる。   
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図1丁［put］（火）  





前部硬口蓋のあたりに接点が収束していることが確認される。   
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は予想どおり「ニヤ」よりも奥寄りであるということが，確かめられている。   
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硬口蓋音に分析されている関係で，中腹に接点があるのは当然なのだが，この   

































たる調音点を持つ子音だと言うことができる。   


































































さに，音声学における実験研究の重要性が，ここにあると言えよう。   
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40は，第2音節における「ニヤー」を捉えた，比較的はじめの方の1コマで  
ある0やはり，前方にも接点が散らばっているという点は，先程の第1音節の  
場合と同じである。   
42ほ，第2音節の「こヤー」におけるピークを示している。やはり，硬口蓋  
から後部歯茎にかけて，広範囲に調音領域が分布しているという点ほ，第1音  
節の時と同じである。   
49ほ，第2音節「こヤー」の最終フレームである。やはり，最後は硬口蓋を  
中心として分布しているという点が，第1音の場合節と同じである。   
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因19 キャーキャー［kja：kja：］   
＜キャ←キャー＞   
図19ほ，「キャーキャー」の全体像を示している。ごく大雑把な印象として  
は，後部硬口蓋から軟口蓋にかけて，どちらかというと接点が奥寄りに分布し  
ているという特徴がうかがえる。   
01Ⅰま，第1音節の「キャー」である。比較的序盤の様子を捉えた1コマだ  
が，後部硬口蓋を中心に軟口蓋にかけて接点が拡がっていく様子が，良く捉え   
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るということになる。   
20は，第1音節「キャー」の最終フレームである。最後まで残った接点ほ，  
やはり後部硬口蓋から軟口蓋にかけての部位であった。従って，前に見た「ニ  
ヤ‾」よりは，総じて調音点が奥寄りだということが，これでハッキリしたこ   
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46は，第2音節「キャー」の最終フレームである。最後まで残った接点は，  
第1音節のときと同じく，後部硬口菱から軟口蓋Fこかけての部位だということ  
になった。   
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証してみよう。   































































図28 カ［ka］  
＜カ・ガ・蚊ガ＞   
図20は，「カ」の全体像を示したものである。フレームのレベルでは，31が  
「カ」を捉えた最も定常的な1コマで，特徴となる部分である。すなわち接点  
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触が始まっているが，このあとで，急に様子が一変する。18は，そのわずか2   
的      学 声   棉  
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が・証明されたことになる0いかに実験研究が大切であるかを知るうえで，こ  
のフレーム牲大変費重な1コマだと言うことができよう。   
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圏22 蚊が［kaI〕a］  
く蚊が＞   
次に図22によって，単語レベルで「カ」と「ガ」を並べて示す。23ほ，第1  
音節の「カ」を最も良く特徴づけている1コマである。接点ほ，先に見た単独  
の「カ」と同様，彼の方にしか確認されない。   
160  城 生 伯太郎  
● ■ ＋  1－   ◆ ．●．－ ◆  
● 一ト ●  ◆   ◆  －ト ◆ ●   
36は，第2音節「ガ」のピークを捉えた1コマである。ここでは特に，接点  
がみごとに前方まで進出している様子を指摘しておきたい。つまり，単語レベ  




うた事実の確認が，とりわけ重要な意味を持つものと確信する。   
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4．まとめ  









音には破裂的なノイズが確認されていろ   


















おいては取られていないのだという点にも留意して頂かなければならない。し   
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